
公益社団法人宇都宮青年会議所 

２０１５年度 第５回 常任理事会議事録 

              

 

日 時：２０１５年 ５月 １４日（木）２０：４５～２２：００ 

場 所：コンセーレ 大ホールＢ 

出席者：             

（  理   事    長  ） ：須山（敬称省略 以下同） 

（  直  前 理 事  長  ） ：村上 

（ 副 理 事  長  ） ：澤畑、福田(之)、廣田、太城 

（  専  務 理  事  ） ：金 

（  監                事  ）  ：篠﨑 

（  担 当 常 任 理 事  ）  ：羽石、飯野、鈴木 

（日本 JC委員会特別委員長 ）  ： 

（ 会員拡大特別委員会  ）  ：小瀧 

（  法令会計審査局局長   ）  ：豊﨑 

（ 事  務  局  長  ）  ：飯沼 

  （ 代  理  出  席  ）  ：亀井 

 

１．開会宣言        ＜金＞(役職名省略 以下同) 

 

２．ＪＣＩクリード唱和            ＜割愛＞ 

 

３．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 ＜割愛＞ 

 

４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和       ＜割愛＞ 

 

５．関東地区宣言唱和      ＜割愛＞ 

 

６．出席者の確認                              ＜割愛＞ 

 

７．議事録作人の指名             議事録  ＜総務委員会＞ 

 

８．前回議事録の確認             ＜金＞ 

 

９．議題並びに資料の確認           ＜飯沼＞ 

                           

１０．２０１５年度理事長挨拶                 ＜須山＞ 

皆さま臨時常任理事会、臨時理事会とたいへんお疲れ様でございました。急な案件のた

めに総会をしなければいけないということもあり、タイトなスケジュールの中で、総務委

員会の皆さまにおかれましても御礼を申し上げます。 

常任理事会、気持ちをきりかえてですね、本年の私たちの例会、事業を構築していくた

めに忌憚のない意見をどんどん出していただいて、よりよい中身にしていければと思いま

す。 

 



１１．直前理事長挨拶 

１年に何度かこういったハードなスケジュールがあるのですけども、今回は第５回常任

理事会ということで、しっかりときりかえていただいて、忌憚のない意見を出しあってよ

りよい事業の構築をしていければと思います。 

常任理事の皆さんがどれだけ委員会に心を砕いているか、面倒をみているかという表現

が適切なのかどうかはわかりませんが。議案をみせていただいているのですけども、率直

に、いまひとつ広がりがないなぁと感じております。ＪＣはやっぱり未来をみつめてしっ

かりとした事業を構築していかないと、運動になっていかないのですね。常任理事として

しっかりと、委員長の皆さんに指導ができているのか、心を寄せながら未来をみつめてい

るのか。そういったところ心がけていただきたいと思います。細かなところは議案のとこ

ろで話をしていきたいと思っておりますが、次年度の案件も報告であがってきております。

ちょうどこの時期からしっかりと事業を盛り上げていかないといけませんし、来年のため、

未来のためにもしっかりと今踏ん張ってですね、委員長の皆さんを育てていただきたいな

と思っております。活発な意見が飛び交う常任理事会になることを、心から期待しており

ます。 

 

１２．役員報告 

   鈴木常任より、天皇祭のご案内と食育事業のご案内。 

   金専務より、６月地区フォーラムのご案内。 

 

１３．協議事項 

 

協−１ ６月 法令会計例会 開催計画並びに予算（案）について 

協議資料に基づき、豊﨑局長より上程文の読み上げ 

 

＜鈴木＞  チラシなのですけども、今回カラーから白黒にされておりますが、白黒にな

りますとカラーと比較して読みにくい箇所がありますので、デザイン、レイ

アウトを検討ください。あとホームページのバナーなのですけども、精度が

低いように感じますので再検討をお願いします。 

 

＜豊﨑＞  ご指摘のとおり再考させていただきます。 

 

＜村上＞  質問なのですけども、議案をみると自治会の参加率ですとか、選挙の投票率

についてあがっておりますが、これはリーダーになったら自治会の参加率や、

選挙の投票率があがるという、関係性を説明していただいてもよろしいでし

ょうか。 

 

＜豊﨑＞  本例会はリーダーシップを学ぶということを主眼とさせていただいておりま

す。リーダーとなる人財は当事者意識だとか、自分が成長したいという意識

の高い人たちであると考えております。そういう人たちは自分の地域に関心

が高く、自治会や選挙など、自分の地域に関係のあることに携わっていくも

のであると考え、このような表現をさせていただいております。 

 

＜村上＞  リーダー研修に参加する人で考えると、リーダーの立場である人しかこない

じゃないですか。常にリーダーの立場である人、たとえば会社の経営者だっ



たり、自治会だったら会長であったりとか、役職についている人はリーダー

シップの勉強をしようと思ってリーダー研修を受けるわけですよね。たぶん、

私の妻がリーダー研修に声をかけられてもいかないと思うのですね。なにが

いいたいのかというと、案内などにそれらのことがうまくつながるような文

言、殺し文句といいますか、を入れないとまずいと思うのですね。ターゲッ

トは、背景をみるとリーダーの方ではなく一般の方ですよね。一般の方にこ

の話を聞いていただいて、リーダーとしての意識や当事者意識を高める、と

いうのが狙いなのですから、そのあたりを考慮していただきたいと思います。 

 

＜羽石＞  意見なのですけども、参加推進方法は主にチラシの配布になってくると思う

のですけども、イベントの案内が無料で登録できるサイトもあるかと思いま

すので、そういったものも調べていただいて、出来る限り多くの人に周知し

ていただければと思います。 

 

＜豊﨑＞  ５月審議後ということで、宇都宮市内の方を調べさせていただいてその方も

配布先の中身とさせていただきたいと思います。 

 

＜飯野＞  案内文の中でＦＡＸ番号が異なるところが見受けられますので、それも含め

てひととおり見直しをしていただければと思います。 

 

＜須山＞  動員計画に不安があるという感じを受けています。基本チラシで、一般市民

に対して５項目ありますが、これで１８０人いくのかなという部分と、チラ

シの配布先で県内の青年会議所にもまくと思いますけども、そのあたりの見

込み人数が参加員数計画に含まれていないかなと。そこはしっかりと反映し

ていただいて、参加推進方法と動員計画をつめていただきたいと思います。

このままだと１８０名の達成ができるかどうか不安ですので、委員会の方で

よくもんでください。 

 

協−２ ７月 メディア例会 開催計画並びに予算（案）について 

協議資料に基づき、飯沼事務局長より上程文の読み上げ 

 

＜亀井＞  １４４名に対して８０％ですから１１６名ということでお願いします。 

 

＜小瀧＞  背景の中に目的が含まれているように感じます。事業目的の対外のところと

背景が同じようになっていると思います。 

 

＜金＞   事務局長、書き方、表現を工夫していただきたいと思います。 

 

＜鈴木＞  背景なのですけども、若年層が大都市へ流出しているからとありますが、誰

が今以上に魅力あるまちへ発展させていく必要があるのか、ということです

よね。それに対してこの事業は大学生を多く呼ぶと。私たちがこの事業をお

こない、大学生にこのまちの魅力を伝えることが人財の育成になり、大都市

への流出を防ぐというかたちでしょうか。そのあたりをお聞かせください。 

 

＜飯沼＞  事業の対象者といたしましては、もちろん大学生も主なところで考えており



ますが、主婦層、サラリーマン層など万遍なくいきたいというふうに考えて

おります。大都市への流出を防ぐというところのニュアンスではなく、まち

づくりを担うような人の絶対数が少ないというような現状の問題点を提起さ

せていただき、実際にこの地域にいる人、東京にいる栃木出身の大学生など

も対象にして、まちづくりに対しての意識を高めていただきたいというとこ

ろで考えております。 

 

＜村上＞  背景と目的に違和感があるのですね。たぶん手法が間違っているのかなと、

結果的にですが。所信に記載されているキーワードを拾うというのもあると

思いますが、なんにせよ人財の創出、育成をやればいい、というふうにみえ

ます。なので、もっと膨らませないといけないと思いますし、理事長が所信

の中で使っている表現の先には何があるのかというところを、もう少し紐解

いていただきたいと思います。理事会までにはもう少ししっかりとした背景、

目的にしてほしいと思います。 

 

＜羽石＞  配布先リストについてなのですが、栃木県庁に２０枚配布して動員目標１名

となっていますが、こういう表記をする意味があるのかなと違和感を覚えま

す。またクラウドファンディングというところで、新しい領域、ビジネスの

分野になってきておりますので、市役所、県庁などに配布するよりかは、大

学だとかのこういった領域に敏感なところにもっと重点的に配布をするべき

かと思います。あと一つひとつの配布先に対してもっと具体的にイメージし

て進めていただけるとよろしいかと思います。意見です。 

 

＜飯野＞  この例会を受けた方が齋藤隆太さんの会社に仕事をお願いする、というよう

な営業活動になってしまうような側面がでてしまいますと公益事業の面から

よろしくありませんので、ご注意をしていただければと思います。意見です。 

 

＜村上＞  クラウドファンディングはキャッチーなところだとは思うのですけども、タ

ーゲットが誰なのかという感じがするのですね。議案をみて講師の資料など

をみると、なるほど、おもしろそうだなと思います。ただ、市民の皆さまは

議案をみることはできないじゃないですか。齋藤隆太さんが何をされている

かもわからないわけですね。クラウドファンディングというと興味を持つの

はビジネスマンだとか会社の経営者だとかだと思います。でもクラウドファ

ンディングでまちを、地域を変えられるのですよね。そこを考えたときに、

チラシだとかのＰＲをする部分で、そこがしっかりと伝わらないと。伝える

ことができれば、興味を持つ人は来て、クラウドファンディングの話を聞い

てまちが活性化するというねらいどおりにいく可能性は秘めていると思うの

ですね。ですので、ターゲット、チラシ、ＰＲの手法をしっかりと考えてい

ただきたいと思います。 

 

＜須山＞  いくつか聞きますが、ＦＡＶＶＯって何ですか。 

 

＜飯沼＞  齋藤隆太氏が作り上げたクラウドファンディングのプラットホームの名前で

す。 

 



＜須山＞  求めていたものとは違う答えですね。ＦＡＶＶＯのホームページをみると地

域とクラウドファンディングをまぜて、まちづくりをやっているということ

で、非常にこの方はすごい方なのですね。それを踏まえた上で、この例会を

どのように発信していくか、集客の部分になりますけども、このチラシの意

味がわからないな、と。このイラストも含めてどうなのかな、と。現状伝わ

りにくいなと思います。ＦＡＶＶＯという非常によい取り組みをしているも

のが、市民の方とかメンバーの方に伝わりにくい。このイラストも何を表現

しているのか、地域とアイデアが未来を変えるというところを表現している

のかと思いますが、わかりにくいかと。もう少し検討していただけると。お

そらく、齋藤隆太さんの中身の部分まで入り込めてないかという気がします。

講師選定でなぜこの人になったのかという部分で、取り組みがよいからだと

思いますが、そのあたりが議案に落とし込まれていないのだと思うのですよ。

なので、何を皆さんに伝えたいかというと、一言でいうとクラウドファンデ

ィングではなくて、この方のやっているこういうことがよいのですよという

部分がもう少しだせた方がよいのではと、思います。 

 

協－３ ９月 青少年ダンス事業 開催計画並びに予算（案）について 

 羽石常任より２回目の上程のため変更点の読み上げ 

 

＜金＞   質問なのですけど、対外配布資料が６月１日に発送予定とありますが、こち

らは手順に則って申請はあげていますか。私のところにはあがってないと思

いますが。ですので、こちらの方は、６月１日の発送はいたしかねますので、

お願いします。 

 

＜豊﨑＞  事業概要や事業計画のところに過去５回のダンス事業の検証とありますが、

こちらの方はどのように考えておりますか。 

 

＜羽石＞  過去５回の検証というところで、こちらの方は議案には反映されておりませ

んが、前段で流れを説明しようかと考えております。具体的な資料等の作成

は現状考えておりません。 

 

＜亀井＞  今回、審査のところを紅白でおこなうというところで、入場者に赤と白の用

紙を渡して、ということなのですけども、途中入場、退出の方への対応はど

うお考えでしょうか。 

 

＜羽石＞  紅白の審査のところなのですが、こちらも議案に反映できておりませんが、

現状は時間を区切って審査をおこない、最終的な集計をだそうと考えており

ます。 

 

＜金＞   ポスターはいつ作成できますでしょうか。 

 

＜羽石＞  理事会までには間にあわせます。 

 

＜村上＞  議案が読みにくいな、と感じます。事業のことがひたすら記載されていてポ

イントがつかみにくいな、と。こども紅白とありますが、参加推進方法に高
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校とありますが、高校生も含むのですか。 

 

＜羽石＞  はい。高校生も創作ダンス等にジャンルをひろげて対象に含んでいます。 

 

＜村上＞  高校生にこども紅白ダンス合戦にでてくださいといって、でてくれますかね。

こちらは委員会に持ち帰っていただいて、あと協賛で宇都宮動物園がでてく

るのはなぜなのかな、と。宇都宮動物園が協賛する代わりに子どもを動物園

によびたいな、みたいなビジネスライクな感じを受けるのですけども。どう

でしょうか。 

 

＜羽石＞  宇都宮動物園なのですけども、委員会がわんぱく相撲で関わりがあるという

ところと、過去にダンス事業でもお世話になっているというところで、今回

もお願いをしたいという考えで記載をさせていただいております。 

 

＜村上＞  あまり、営業に傾かないように気を付けていただきたいと思います。あと、

心配なのが動員の部分なのですね。今までだとストリートダンス選手権とい

うかたちでしたよね。ストリートダンス選手権は宇都宮一を目指すわけです

よね。優勝したら宇都宮一になれる、だから出場するのですね。紅白になっ

た場合に、みんな紅、白にわけられるわけで、そこに帰属意識がないので、

そこで争いたいと思うのかという話だと思うのですよね。その合戦にでたい

のか、というところで難しいのではと感じるわけです。紅白をやめろという

話ではなくて、集客をする段階で出場したいと思わせるようなストロングポ

イントをつくっていかないと、事業自体が難しくなると思いますので、そこ

をしっかりと作り込んでいただきたいと思います。 

 

＜鈴木＞  意見と対応の部分で質問なのですが、意見２番項と７番項の対応の整合性が

とれていますか、というところと、意見１１番項のチーム同士のコミュニケ

ーションを持たせる対応が景品というのは違うのかなと思いますがどうでし

ょうか。 

 

＜羽石＞  意見２番項については、紅白にチームを分けるというところでの審査法があ

りませんでしたので、それに対しての対応として記載させていただいており

ます。意見７番項なのですけども、今回審査員が多ジャンルのダンスへの対

応が必要というところで、偏りがないようにというところでこのような対応

をさせていただいております。意見１１番項につきましては、まず午前に出

場したチームが最後まで残っていただけるかというところを委員会として重

要視しまして、審査も含めてですけども景品という手法を選択しました。そ

して最後まで残っていただく中で、紅白それぞれのチームの一体感ができる

のではないかと考え、記載させていただきました。 

 

＜鈴木＞  意見１１番項の件ですが、それは逆だと思うのですよ。紅と白のコミュニケ

ーションが確立したから、最後まで残ってもらえる、という考えでなければ

いけないと思いますし、最後まで残ってもらうために、ではなく、その結果

最後まで残っているというかたちをつくらなければまずいと思います。あと、

赤白の用紙の件なのですけども、最終的に赤と白の人数が平均をとれないと



まずいと思いますので、そのあたりも委員会で検討してください。 

 

＜飯野＞  今回ダンス合戦ということで、競技性をさげてそのかわり多くの人たちに参

加していただくという趣旨だと理解しております。これまでの出場者の方を

考えますと非常に真剣にダンスに取り組んでいる方が参加をしておりまして、

負ければ涙をするし、勝っても涙をするしということで、真剣な出場者が多

かったと思います。今回の募集要項や申込書をみますと、今回の趣旨に見合

っているかというところで、しっかりと伝わるようにしていただきたいと思

います。あと、今回高校の方に声掛けをされるかどうか、これから委員会で

も検討されると思いますけども、高校を訪問されるときに、個別に訪問する

よりも校長会をとおさないといけなかったと思いますので、そのあたりの手

順も確認をしていただきたいと思います。 

 

＜鈴木＞  開催日の９月５日の前後１か月にあるダンスイベントはどのくらいあります

か。 

 

＜羽石＞  把握できておりませんので確認します。 

 

＜鈴木＞  前後１か月に他のイベントに参加している団体は、本事業に参加がしにくい

かもしれませんので、そのあたりも考慮ください。 

 

＜小瀧＞  紅白のわけ方はどうなっていますか。 

 

＜羽石＞  委員会では案の段階なのですけども、大枠でダンスのジャンルでわけていこ

うと考えております。 

 

＜須山＞  何を持って成功だと思いますか。 

 

＜羽石＞  参加した子ども達が来年も参加してくれたら成功かと考えております。 

 

＜須山＞  それが議案のどのあたりにあらわれていますか。 

 

＜羽石＞  議案上にはまだあらわれておりません。 

 

＜須山＞  議案上にあらわしてください。 

 

協－４ 第１１３回通常総会 開催計画並びに予算（案）について 

 協議資料に基づき、飯沼事務局長より上程文の読み上げ 

 

＜鈴木＞  場所は大谷でなくて大丈夫でしょうか。なにをいいたいかといいますと、今

回コンセーレで実施されますよね。昨年度の大谷と比較して出席率の面でこ

となってくるのかなと。アプローチの仕方等もかわってくると思いますが、

場所によるちがいも検証していただきたいと思います。 

 

＜亀井＞  特段ございません。 
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＜須山＞  特段ございません。 

 

協－５ 第３１回わんぱく相撲全国大会 開催計画並びに予算（案）について 

 協議資料に基づき、羽石常任より上程文の読み上げ 

 

＜鈴木＞  予算の件なのですけども、交通費がたぶん新幹線代のみとなっていると思う

のですけども、当日は両国から各部屋への移動に電車を利用すると思います

ので、そのあたりも考慮してください。 

 

＜村上＞  これはお願いなのですけども、宇都宮ＪＣとしての事業として子どもを預か

っていくわけじゃないですか。理事長が行けないのは宮まつりとかぶってい

るからだと思いますが、理事長のかわりはやっぱり副理事長だと思うのです

けども。検討していただきたいと思います。 

 

＜金＞   現状、同行者に４名の名前があがっておりますが、この４名を選定した理由

はあるのでしょうか。 

 

＜羽石＞  私が担当常任として、委員長も責任者としていくかたちとなります。幹事と

委員なのですけども、当日宮まつりの方もございましたので、運営幹事、会

計幹事どちらか１名、委員は経験というかたちで１名とさせていただきまし

た。 

 

＜飯沼＞  事業目的の対内なのですけども、メンバー益につながっていないように感じ

ます。せっかくいくのであれば、特に委員の石川君には何か感じてきてほし

いと思いますので、そういったことも目的に記載してほしいと思います。 

 

＜小瀧＞  １日目の研修事業は何をするのですか。 

 

＜羽石＞  確認します。 

 

＜須山＞  特段ございません。 

 

協－６ ９月 ５０周年準備例会 開催計画並びに予算（案）について 

    協議資料に基づき、飯野常任より上程文の読み上げ 

 

＜篠﨑＞  背景に関してなのですけども、創始の精神と記載ありますが、創始の精神の

意味を教えていただけますか。 

 

＜飯野＞  創始の精神につきましては、設立趣意書に記載されているものが創始の精神

に該当すると考えております。 

 

＜篠﨑＞  そこが、ハンドブックをみないとでてこないというのが、事業構築準備段階

なのかなと思いますので、委員会の方でも創始の精神とはなにか、設立趣意

書とはなにか、というところからはじめていただきたいと思います。 
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＜羽石＞  第１部のパワーポイント画像が１５分という時間がありますが、宇都宮ＪＣ

４８年間の運動の流れを１５分間で説明しきることができるのでしょうか。 

 

＜飯野＞  １５分間でまとめるというのは難しい面もあるかと思いますが、逆にどれだ

け時間を割けばよいのかという問題もございます。例会全体の流れを考えま

すと、まずは１５分の中でまとめられる大きな項目をピックアップしながら、

全体の流れが可能な限り捉えられるような資料を作成し、また説明ができる

ようにと考えております。 

 

＜小瀧＞  ワークショップのお題が、宇都宮ＪＣ５０周年と将来の運動をより良いものに

するためには、となっておりますがちょっとざっくりしすぎていて、どういうも

のがより良いものなのかとか、わかりにくいかなと思いますので検討をお願いし

ます。 

 

＜飯野＞  もう少し具体的にすべきか持ち帰って検討します。 

 

＜村上＞  まったく未来がみえないかなと思います。目的にあるメンバー意識の高揚を図ると

いうのは、メンバーとしての意識を高揚か、メンバーの意識を高揚かわかりません

が、意識を高揚するのがこの例会の目的なのでしょうか。あと、概要をみますと１

５分で４８年分の検証は難しいかと思います。講師の渡部先輩は４０周年の時の議

長なのですけども、１０年前の時の先輩を呼ぶというのは、たぶん過去の思い出話

になると思うのですね。僕でもそうなると思うのですけども。これは設営とか、そ

の時どういった手法で４０周年を作り上げたのかというお話はしていただけるの

かと思いますが、それしかないともいえるわけですね。未来を考えられる話になる

かとか、メンバーの意識があがるかといったら、ちがうと思うのですよね。こうい

った講師で進めて、ワークショップをおこなって、来年の５０周年にむけて、とい

うふうに意識があがるかといったら、間違いなくあがらないし、下手をするとこな

いかと思います。厳しいですけど。基本的にこの議案は、すごくやっつけ感が満載

じゃないですか。そして報告、次年度への報告へ反映しますとありますが、報告は

後で作成するみたいな話なのだと思いますが、じゃあこの委員会は予定者から９月

までいったい何をしていたの、という話なのですね。９月は次年度が立ち上がって

いる時期ですよね。５０周年の担当委員会が何をやるか９月には決めるわけですよ

ね。そのタイミングでこの例会をやるというのは、理事長がはじめに予定者の段階

で事業計画をたてた時に、このタイミングでこれをやる意図があるわけです。この

委員会にとってはここが集大成であって、ここで１年間やってきたことを伝えるこ

とができなかったら、来年の委員に伝わらない。ここで全部伝えなければ、準備委

員会をやっている意味がない。あとで報告しますというのはいいわけで、ここがメ

インの事業なので、ここでメンバーに来年の５０周年、どんな未来があるかという

ことを伝えなければいけません。常任理事が委員会をしっかりと指導して頑張って

いただきたいと思います。あと予算が相当余っていますよね、２２万も余るかたち

になっていますが、なぜ使い切ろうと思わないのでしょうか。そういう視点もあわ

せて考えていただきたいと思います。 

 

＜須山＞  委員会のやりたいことが伝わりにくいのかなと思います。あと検証の部分ですね。



過去４８年のＬＯＭの活動をどのように要約するかというところ、そもそも要約の

しようがあるのかなと思います。やはり５０周年につながるような資料を作らなけ

ればならないと思いますので、このあたりをどうしていくのか検討をお願いします。 

 

協－７ ８月 宮まつり例会 開催計画並びに予算（案）について 

    協議資料に基づき、鈴木常任より上程文の読み上げ 

 

＜羽石＞  背景の３行目にあります不易流行の精神を持ち市民協働で魅力あるまちづくりが、

とありますが、どういったイメージでしょうか。 

 

＜鈴木＞  市民一人ひとりにこれからも愛され続けていくふるさと宮まつりであるために、旧

弊にとらわれず、いつまでも変化しない本質的なものを忘れずに新しいものに挑戦

することによって魅力あるまちづくりにつながるのでは、ということでございます。 

 

＜小瀧＞  旧弊にとらわれず不易流行の精神を持ちとありますが、不易流行の精神があらわれ

ている新しいものというのはこの議案のどこに見受けられますか。 

 

＜鈴木＞  事業内容のところにあります、第２２回宮っこみこしの中で、本年はルート変更を

させていただきます。 

 

＜小瀧＞  宮っこみこしのルート変更は市民のニーズであるということですか。２２回の中で

誰かから何かをいわれて、これこそが市民が求めている宮まつりの新しいものなの

だ、というのがわからないので、そこを教えてください。 

 

＜鈴木＞  これが市民のニーズを的確にとらえているかはわかりませんが、このきっかけ、か

たちを作り検証を重ねていくことで宇都宮市民にとってのニーズが明確になって

いくことを目標にさせていただいています。 

 

＜金＞   出向者会議の件が記載されておりますが、今までとどう違うのか教えていただけま

すか。 

 

＜鈴木＞  本年度は各委員会から２名の責任者を決めていただいて、出向者会議後に必ず委員

会に持ち帰っていただいて、さらに話し合っていただきたい、というのが本年度の

かたちでございます。３回目の会議の前に委員会のメンバーが各委員会に伺って質

問や不明点をお聞きし、それにお答えさせていただいて調整をしてこうと考えてお

ります。 

 

＜金＞   なぜそのようにしようとしたのか、というところもご説明ください。 

 

＜鈴木＞  過去の出向者会議において、一方的な説明になりがちで本当に理解されているのか

わかりにくいところもありましてこういうかたちをとらせていただきました。 

 

＜村上＞  予算総額６，８６２，０００とありますが、予算書と数字が違うところの説明をお

願いします。 
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＜鈴木＞  こちらのミスでして、本年度の寄付金の収入がなかったので、去年の寄付金の収入

をぬいたかたちでして、間違ったかたちになっております。次回の理事会までには

修正させていただきます。 

 

＜村上＞  気を付けていただきたいのは、去年も話が出ていたそうですし、去年は県の

監査がありましたよね。例会の予算において明確になってないところがある

と指摘をされているわけなのですね。例会としての予算と議案の整合性をつ

けなければ組織としてまずいですし、寄付金につきましても議案の中にしっ

かりと反映をしておかなければいけない。設営に対する日付も１日、２日じ

ゃなくその前にやるわけなので、そのあたりも明確にしておかなければなら

ない、ということです。あと、業者の選定理由だとかのところもしっかりと

整合性がとれるように、慎重に進めていってください。 

 

＜亀井＞  先ほどもありましたけども、背景の中に今後１０年後を見据え市民のニーズを

的確にとらえ、とありますが、こちらから提案をして検証をしていくのは良いこ

とだと思いますし、また４０年という節目に１０年後を見据えるという考えも素

晴らしいと思います。今回、この節目の年に市民のニーズをとらえるような、ア

ンケートだとかの試みは何かお考えでしょうか。 

 

＜鈴木＞  これだけの規模になりますとアンケートは難しいのですが、宮まつりが終わ

った後に多方面からの意見、感想等をいただきますので、それをまとめて次

年度へつなげていくことを考えております。 

 

＜亀井＞  お話を聞いてアンケートは確かに難しいと思います。こちらから提案するこ

と、挑戦することはすごく大切だと思います。みこしはすごく伝統的なもの

で変えられそうで変えにくいものだと思います。できればその場でなにか意

見等を聞くことができるちょっとしたものがあればと思いまして発言させて

いただきました。 

 

＜澤畑＞  なぜ参加員数計画のところに参加推進方法が記載されていないのかという点

と、参考資料の１６番と本年の工夫と期待される効果の違いの２点を教えて

いただきたいと思います。 

 

＜鈴木＞  参加推進方法につきましては次回の理事会までに記載をさせていただきます。

参考資料１６番の第４０回ふるさと宮まつりの大きな変更点は本年の工夫と

期待される効果の中身をより詳しく記載させていただく予定となっておりま

す。 

 

＜澤畑＞  参考資料１６番が工夫と効果と同じ内容であれば記載しなくても良いかと思

います。意見です。 

 

＜小瀧＞  宮っこみこしのチラシのところに記念品のプレゼントもあるよ、と記載され

ておりますが、記念品は何をプレゼントするのでしょうか。 

 

＜鈴木＞  記念品のプレゼントにつきましては木札となります。 



 

＜小瀧＞  私は去年本部で宮っこみこしの受付をしていたのですけども、チラシの方に

はハッピの数には限りがあります、とあるのですけども、遅く来ていながら

怒る親がいましてですね、ハッピの数をなんとかする方が市民のニーズなの

かな、と思うのですけども。意見とさせていただきます。 

 

＜飯野＞  山車がでるかと思うのですけども前回は３基だけの山車でなかなか寂しいか

たちとなってしまったのですが、今回の見込みはどうでしょうか。 

 

＜鈴木＞  宇都宮市内２３基の団体にお声掛けさせていただいておりますが、現段階で

３基の見込みとなっております。なんとか頑張りたいと思います。 

 

＜飯野＞  なんとか寂しいかたちにならないような設営をお願いいたします。 

 

＜金＞   先ほどわんぱくの全国大会のこともありまして、同日だというところで、議

案の方に羽石常任の名前も入っておりますので、そのあたりも注意していた

だいて進めていただきたいと思います。 

 

＜羽石＞  宮っこみこしのルートの変更のところなのですが、理由をもう少し詳しくお

願いします。 

 

＜鈴木＞  対外目的にもありますが、参加者と観客がより身近に感じる、また安全面を

考慮してというところがルート変更の理由の一つです。また、オリオン通り

がルートに含まれておりますけども、子どもたちが多いので日影が多いルー

トの方が好ましいと思います。あと子どもと親の距離も近くなるというのも

変更の理由です 

 

＜村上＞  宮まつり例会のメンバーの出席率の目標が８０％なのですけども、例年９

０％以上をこえてくる例会なのですね。原則、議案の書き方で８０％にして

くださいというのがありますけども、それは原則でして。これをみると例年

９０％以上の例会なのに今年は志が低いのかな、と思ってしまいますので、

そのあたり委員長にお伝えください。 

 

＜須山＞  気になる点を質問させていただきます。事業概要の２番ですね。本祭会場と

サブ会場とありますがこれは誰が決めたのですか。 

 

＜鈴木＞  私の知るかぎりですと、本祭会場、本祭中４時から９時までの間の大通りが

本祭の会場となっておりまして、私たちの警備が至らない部分に関してはサ

ブ会場という認識です。 

 

＜須山＞  何も定義がありませんので、目線がいたいな、という感じですね。サブ会場

でやっている人たちにあなたたちはサブだよ、という感じにうつりますので。

私は全部本祭かな、と思いますので。視点の問題なのか、今までの通例なの

か。この色分けはどうなのかなと思います。誰が定義付けをしているのかわ

かりませんが、私たちが色分けをしてはいけないと思います。参加する人、



市民の人、皆さん宮まつりを楽しみにしていますので、そこを意識していた

だきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

１４．報告依頼事項 

 

報－１ ２０１５年度 年間公式スケジュールについて 

 

＜金＞   ご一読ください。 

 

報－２ ２０１５年度 対外出向者について 

 

＜金＞   ご一読ください。 

 

報－３ 会費納入状況について 

 

＜金田＞  未入金者残り４名です。各委員会で再度、催促をお願いいたします。 

 

報－４ 特別会員入金状況について 

 

＜金田＞  変更ございません。 

 

報－５ ４月ビジター報告について 

 

＜佐藤＞  資料をご一読ください。あと５月はわんぱく相撲がございますが、こちら

はかなりビジターを呼びやすい例会なので皆さまの協力をよろしくお願

いします。 

 

＜鈴木＞  ４月のビジター報告書に写真の添付のない方が３名いますので、対応をお

願いします。 

 

報－６ ビジター名簿について 

 

＜佐藤＞  ご一読ください。 

 

報－７ その他 

     特になし 

 

１５．監事講評                      ＜篠﨑＞ 

本日の常任理事会ということで、私前回公務で来られなくて久しぶりの会になったのです
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けれども 1 つ次の理事会から注意していただきたいところがあります。私も言われたこと

がありますが、協議段階では慎重なる協議が適切であるかといえば、そうではないと思い

ます。協議段階であればきたのないご意見ですとかそういったところがいただきたいとい

うのが筋かなあ、と思います。忌憚のない意見ということを私も調べさせていただいたの

ですけれども、タブーであるとか遠慮なしに、という意味なの 

ですけれども実社会のなかで上司が忌憚のない意見を頂戴といった場合に普通の部下のも

のがそれにあやかって意見を言ってしまったら後で干されたりとか、そういう仕打ちがあ

ることがあるのですけれども、青年会議所は私たちみんな会議に行って明るい未来を作っ

ていくためにやっているものですから、そういった意見がないと尻つぼみになってしまう

と思います。忌憚のないご意見を頂戴するように次回の理事会、委員長またじょうてい者

の皆さまには指導の方をしていただきたいと思います。そして、自由地区の議案の方をみ

させていただいて率直に感じたところが全然若い、わからない、わかりづらいなんか手法

でごまかしているのかなと言うのが見受けられる議案がありました。事業構築に関して最

終的には動員につながるわけですけども興味をもっていただいたりこの例会この少々好き

になりそうという感覚をもっていただけたらそちらの方は動員につながらないと思います。

動員をされた後は何かしら感動があればその後のもつづきますし、未来にもつづくとおも

います。そういったことも含めて挑戦無しきは感動無し、その先には何も見えなくなって

しまう、もう少し努力が必要になりますのでご指導の方をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

１７. 閉会宣言                      ＜金＞ 

 

 

  公益社団法人 宇都宮青年会議所 

 ２０１５年度 第５回常任理事会議事録 

 

 

    議        長：（  専 務 理 事  ）金 克彦     

 

 議事録作成人：総務委員会 


